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1. はじめに 
「食べること」は生きる上での基本行動の一つ

であり,その質の維持・向上は乳幼児から高齢者

まで,あらゆる人の心身の健康を維持・増進する

上で重要な要素である．既に食行動に関する認識

システムは多数研究開発されているが，食行動の

質を保健・医療，情報工学の両面から分析・評価

できるような研究基盤の整備はまだ進んでいない．

ここでは日常的な食事における動作，特に，1)食

物を認識・選択して口に運び，2)食物を様々な位

置で咀嚼し，3)順次食塊を形成し，4)食道へ送り

込むという一連の動作に関する多元的なセンサ情

報を，食物や対象者の属性に関する情報とともに

蓄積するデータベースを設計した． 

 

2. 食行動データベース 

2.1.  先行研究 

食行動に関しては，主に画像やIMUによる摂取

食物の認識や食物摂取サイクルの認識，ピエゾ素

子や筋電などのセンサによる口腔内行動（咀嚼，

嚥下）の認識など，これまでにも数多くの研究が

行われ，関連するデータセットも多数存在する

[1]．一方，保健・医療の観点からは主に高齢者

を対象として，咀嚼や嚥下の能力といった口腔機

能の評価に関する研究が多い．ただ，いずれの分

野においても，食物の選択・運搬から口腔内での

咀嚼・嚥下に至る一連の摂食行動を総合的に扱い，

被験者の年齢や健康状態といったさまざまな属性

情報とともに収録したデータベースは存在しない． 

2.2. 提案データベースの概要 
対象者としては20代の若年者と65歳以上の高齢

者の両者を対象とした．これは保健・医療の側面 

から，健常と考えられる若年者と，機能低下の可

能性が高い高齢者との食行動の違いを見るためで

ある．なお，口腔機能低下の度合いについては事

前に様々な医学的な評価を行い，これを被験者の 
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属性として付与する． 

食行動を記録するセンサとしてはカメラ，IMU，

マイクなどを用いる．なお，食材を口に入れて以

降の口腔内の動作を正確に把握するには現状では

おそらくX線撮影を実施するしか無いが，これは

非現実的である．口腔内の時間動作については首

に装着した多数の皮膚接触型マイクからの音情報

に加え，被験者の咀嚼位置に関する自己申告情報

を活用し，さらに作業者が再度データの視察や聴

取を行うことで半自動的に行動ラベルを付与する

方法を採用する．なお，皮膚接触型マイクから得

られる情報は咀嚼の位置や嚥下などの自動検出の

みならず，咀嚼の質を評価する上でも有効な情報

であることを先に確認している[2]． 

2.3. 事前評価項目 

事前評価は口腔衛生状態不良の評価として舌苔

付着度の視察,口腔乾燥の評価として口腔水分計

を用いた口腔粘膜湿潤度の計測,咬合力低下の評

価として残存歯数の計測,舌口唇運動機能の低下

の評価としてオーラルディアドコキネシスの実施,

低舌圧の評価として舌圧測定器を用いた舌圧測定,

咀嚼機能低下の評価としてグルコセンサを用いた

咀嚼能力検査,嚥下機能低下の評価として質問紙

EAT-10を用いた嚥下スクリーニング検査,栄養状

態の評価として質問紙MNA-SFを用いた栄養スクリ

ーニング検査,咀嚼能力と相関がある握力の測定,

以上の合計9項目を実施した.なお，EAT-10のスコ

アが3点以上となる人は嚥下機能に懸念が残るた

め，収録の対象に含めない． 

2.4. 食材 

データ収集で使用する食材はミネラルウォータ，

チューインガム, クラッカー（リッツ）, 千切りキ

ャベツ,コンビーフ,ゼリー,グミ（ハリボー）,ア

ーモンドの合計８種類である.ミネラルウォータは

コップから，また，菓子類は手づかみで，千切りキ

ャベツは箸で，コンビーフはフォークで，そしてゼ

リーはスプーンで摂取する．なお，ここで，千切り

キャベツ及びコンビーフは咀嚼と食塊形成に時間が

かかる食材として選択した．また，若年者にはチュ

ーインガムなどの咀嚼時に，咀嚼位置情報をキーボ

ード入力させ，行動ラベル付与時の参考情報として

用いる． 
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2.5. 使用センサ 

図１，２に示すように，耳下マイク(左右2ch),咽

喉マイク(上下2ch)に加え，ピンマイクと集音マイ

ク,iPhone３台(映像収録用),IMUセンサ３台,重量

センサ１台を用いてデータ収集を行う.センサ一

覧を表1に示す. 

これらセンサを使う意図としては以下のものが

挙げられる．１）音情報：咀嚼や嚥下など口腔内

における行動を自動推定するのに有効で，人手で

詳細な行動ラベルを付与する際の参考にもなる．

２）画像情報：食事の際の動きを詳細に確認し，正

確な行動ラベルを付与することが可能となる．３）

IMU情報：食事の際の腕や頭の動作を取得するこ

とで，動き始めのタイミングや動作の大きさなど

を数値化することが可能となる．４）食材の重量情

報：水や食材を一口でどれだけの量を飲食したの

かを知ることが出来る．また重量の変化によって

行動ラベルの付与に役立つ． 

 

表 1:センサ一覧 

 
 

 
図 1：各種センサの装着位置 

 

 
図 2:カメラの配置 

2.6. ラベル付 

本研究で収集したデータには一連の食事の流れ

で起こる行動のラベル付けを行う.大まかに食事行

動(表2)と口腔内行動(表3)の2種類に分けられる. 

特に口腔内行動に対しては画像に加え咀嚼音，嚥下

音を聴取することで，咀嚼および嚥下の正確な時間

情報ラベルを付与する．また若年の被験者には咀嚼

時に咀嚼位置の弱ラベルを付与してもらっているた

め，その情報とアライメントを取ることで，時間情

報付きの強ラベルを付与する． 
 
表 2:食事行動ラベル 表 3:口腔内行動ラベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. データ収集状況 
これまでに若年者 43 名（20 代前半，男性 31 名，

女性 12 名），高齢者 5 名（60 代男性 2 名，70 代男

性 2名，60代女性 1名）を対象にデータ収集を完了

した．今後，若年者 50 名，高齢者 50 名程度を目標

としてデータを拡張するとともに，目視による行動

ラベル付与等を行ったのち，食行動データベースと

して一般公開をする予定である． 

 

4. おわりに 
保健・医療，情報工学の両面から利用が可能な

研究基盤の構築を目的として食行動データベー

スを設計した．ここでは音や画像を中心とした

多元的なセンサ情報とともに，食材や対象者の

属性，口腔内の詳細動作などの情報が，若年者

及び高齢者から収集されたデータに対して蓄積

される．引き続きデータ収集及びラベル付作業

を進め，早期のデータベース公開を目指す． 
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